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主張「衆議院議席の絶対安定多数は独裁を許すものではな
い－主権者の国会監視で国民のための政治を」／抜歯に関
する歯科臨床研究会開催／市民公開映画会「ウナイ」開催
会員訪問／保団連中国ブロック協議会2026年度ブロック
会議／保団連中国ブロック協議会広島国税局懇談
医療機関の院内掲示例を作成／医科・歯科ＱＡ
医科歯科合同研究会「妊娠期からはじめる親子予防歯科の
すすめ」（大要③）
賃上げ・物価上昇に関する支援事業について
雇用問題等ＱＡ7面

答
申
で
改
定
内
容
が
明
ら
か
に

基
本
診
療
料
の
引
き
上
げ
を
！

　

2
月
13
日
、2
0
2
6
年

度
の
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い

て
、中
央
社
会
保
険
医
療
協

議
会
が
上
野
賢
一
郎
厚
労
相

に
答
申
を
行
い
、改
定
内
容

の
全
体
が
明
ら
か
と
な
り
ま

し
た
。

【
物
価
対
応
、賃
上
げ
】

　

物
価
対
応
料
が
新
設
。初

診
時
、再
診
時
、入
院
料
算
定

時
に
算
定
で
き
る
。医
科
は

訪
問
診
療
時
に
も
算
定
で
き

る
が
、歯
科
に
は
設
け
ら
れ

て
い
な
い
。外
来
・
在
宅
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料（
Ⅰ
）、歯

科
外
来
・
在
宅
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料（
Ⅰ
）に
つ
い
て
、

初
診
時
、再
診
時
等
、訪
問
診

療
時
い
ず
れ
も
点
数
が
引

き
上
げ（
継
続
し
て
賃
上
げ

を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
さ

ら
に
上
乗
せ
）。2
0
2
7
年

6
月
以
降
は
所
定
点
数
が
2

倍
と
な
る
。2
0
2
6
年
6

月
以
降
は
事
務
職
員
も
対
象

に
。

※
入
院
料
に
つ
い
て
、継
続

的
な
賃
上
げ
を
行
っ
て
い
な

い
場
合
の
減
算
規
定
が
設
け

ら
れ
た
。

【
医
科
】

　

医
科
の
入
院
外
の
主
な
点

数
は
次
の
通
り
で
す
。

　

初
診
料
は
2
1
9
点
に
据

え
置
き
。

　

医
療
情
報
取
得
加
算
、医

療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備
加
算

が
廃
止
さ
れ
、電
子
的
診
療

情
報
連
携
体
制
整
備
加
算
が

新
設
。

　

再
診
料
は
＋
1
点
の
76

点
。

　

地
域
包
括
診
療
加
算
の
点

数
、算
定
要
件
及
び
施
設
基

準
が
変
更
に
。

　

心
不
全
再
入
院
予
防
継
続

管
理
料
が
新
設
。

　

生
活
習
慣
病
管
理
料（
Ⅰ
）

（
Ⅱ
）の
療
養
計
画
書
へ
の
患

者
署
名
は
不
要
に
。（
Ⅰ
）で

は
必
要
な
血
液
検
査
等
を
少

な
く
と
も
6
月
に
1
回
以
上

の
実
施
を
要
件
化
。（
Ⅱ
）で

は
悪
性
腫
瘍
特
異
物
質
治
療

管
理
料
、療
養
費
同
意
書
交

付
料
な
ど
が
別
途
算
定
可
と

さ
れ
た
。（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）に
眼
科

医
療
機
関
連
携
強
化
加
算
、

歯
科
医
療
機
関
連
携
強
化
加

算
が
新
設
。

　

在
医
総
管
、施
設
総
管
に

つ
い
て「
月
2
回
以
上
訪
問

診
療
を
行
う
患
者
」の
割
合

が
低
い
場
合
は「
月
1
回
訪

問
診
療
を
行
っ
て
い
る
場

合
」の
点
数
を
算
定
す
る
。

　

在
宅
療
養
指
導
管
理
材
料

加
算
は
す
べ
て
の
加
算
の
算

定
要
件
を「
3
月
に
3
回
」統

一
。

　

処
方
箋
料
の
一
般
名
処
方

加
算
1
、2
い
ず
れ
も
2
点

引
き
下
げ
。

【
歯
科
】

　

歯
科
初
診
料
2
7
2
点

（
＋
5
点
）、歯
科
再
診
料
59

点（
＋
1
点
）。歯
科
疾
患
管

理
料
に
つ
い
て
初
診
月
の
減

算
が
廃
止
さ
れ
、90
点
に
変

更
。歯
周
病
安
定
期
治
療
と

歯
周
病
重
症
化
予
防
治
療
が

統
合
さ
れ
、歯
周
病
継
続
支

援
治
療
に
再
編
。新
製
有
床

義
歯
管
理
料
の
算
定
単
位
が

一
口
腔
か
ら
一
装
置
に
見
直

し
。歯
科
訪
問
診
療
4
・
5
に

つ
い
て
施
設
基
準
の
新
設
と

減
算
評
価
。在
宅
歯
科
栄
養

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
等
連
携
指

導
料
の
要
件
が
変
更
さ
れ
、

歯
科
医
師
の
指
示
を
受
け
た

歯
科
衛
生
士
も
可
能
に
な
っ

た
。

2
0
2
6
年
度
診
療
報
酬
改
定

本号の主な内容



（毎月１回発行） （第601号）2026年3月10日（2）広 島 保 険 医 新 聞

　

1
月
23
日
解
散
、27
日
公
示
、2
月
8

日
投
票
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
で
実
施
さ
れ

た
衆
議
院
議
員
選
挙
は
、任
期
4
年
の

3
分
の
1
に
も
満
た
な
い
、現
行
憲
法

下
で
3
番
目
に
短
い
期
間
で
行
わ
れ
た

選
挙
で
あ
っ
た
。受
験
、災
害
級
の
大

雪
、海
外
在
住
者
な
ど
の
事
情
で
、す
べ

か
ら
く
主
権
者
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
投

票
権
が
公
平
性
を
欠
く
も
の
に
な
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、解
散
を
決
し
た
内
閣

は
責
任
を
負
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

投
票
率
約
56
％
と
い
う
選
挙
は
、自

民
・
維
新
で
3
5
2
議
席
、自
民
単
独
で

も
3
1
6
議
席
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ

た
。委
員
数
で
も
過
半
数
を
確
保
で
き

る「
絶
対
安
定
多
数
」（
2
6
1
議
席
）を

確
保
し
、参
院
が
否
決
し
た
法
案
に
つ

い
て
、衆
院
で
再
可
決
す
る
こ
と
が
で

き
る
3
分
の
2
を
も
超
え
た
。し
か
し

内
情
を
み
る
と
、比
例
区
で
の
自
民
党

の
絶
対
得
票
率（
有
権
者
を
母
数
と
す

る
得
票
率
）は
20
・
37
％
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、議
席
数
が
内
閣
支
持
を
示
す
も

の
と
も
言
え
な
い
。さ
ら
に
小
選
挙
区

で
は
、全
投
票
数
の
45
％
前
後
で
65
～

85
％
の
議
席
を
占
め
て
お
り
、小
選
挙

区
制
の
も
と
で
得
票
率
と
議
席
数
に
大

き
な
乖
離
が
生
じ
て
い
る
。

　

経
済
学
で
使
わ
れ
る「
ハ
ー
フ
ィ

ン
ダ
ー
ル
・
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
指
数

（H
erfindahl-H

irschm
an Index,

Ｈ
Ｈ
Ｉ

）」で
、近
年
の
国
政
選
挙
を
み

る
と
、今
回
の
選
挙
が
著
し
く
乖
離
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。研
究
者
は
、第

一
党
が
議
席
の
多
く
を
占
め
れ
ば
安
定

し
た
政
権
運
営
が
で
き
る
か
も
れ
な
い

が
、政
党
間
の
競
争
が
な
く
な
れ
ば
、政

策
の
質
や
議
員
の
モ
ラ
ル
が
低
下
す
る

リ
ス
ク
も
あ
る
。後
者
の
リ
ス
ク
に
鑑

み
れ
ば
、Ｈ
Ｈ
Ｉ
は
低
い
ほ
う
が
健
全

な
政
治
が
望
め
る
と
も
い
え
る
と
説
明

し
て
い
る
。

　

選
挙
前
に
は
医
療
費
削
減
策
で
国

民
の
批
判
が
高
ま
り
、経
済
界
か
ら
も

「
高
市
下
ろ
し
」の
風
が
吹
い
て
い
た
。

し
か
し
野
党
第
一
党
は
与
党
を
離
脱
し

た
政
党
と
新
党
結
成
に
動
き
、こ
れ
ま

で
の「
安
保
法
制
違
憲
」「
脱
原
発
」を

転
換
、明
確
な
対
抗
軸
を
示
せ
な
か
っ

た
。失
望
や
不
信
の
拡
大
は
支
持
者
で

も
7
割
程
度
、無
党
派
層
で
14
・
3
％

（
2
0
2
4
年
25
・
2
％
・
2
0
2
6
年

自
民
党
21
・
8
％
）と
支
持
を
逃
す
こ
と

と
な
っ
た
。し
か
し
そ
う
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、2
万
票
足
ら
ず
で
当
選
す
る

一
方
で
10
万
票
を
得
て
も
落
選
す
る
選

挙
制
度
の
不
公
平
な
実
態
を
直
視
し
、

制
度
改
革
に
向
け
て
何
が
で
き
る
か
を

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。ま
ず
は
絶
対

安
定
多
数
を
得
た
高
市
政
権
が
、「
悲

願
」と
ま
で
言
っ
た
食
品
の
消
費
税
減

税
に
ど
う
取
り
組
む
か
。隣
国
と
の
経

済
摩
擦
は
、抗
菌
薬
原
薬
を
輸
入
に
頼

る
医
療
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
危
惧

さ
れ
る
。議
席
数
に
奢
ら
ず
抑
制
的
な

政
権
運
営
が
行
わ
れ
る
か
、主
権
者
と

し
て
、国
会
監
視
の
役
割
を
果
た
そ
う
。

主　張

衆
議
院
議
席
の
絶
対
安
定
多
数
は
独
裁

を
許
す
も
の
で
は
な
い

－

主
権
者
の
国

会
監
視
で
国
民
の
た
め
の
政
治
を

講師の堀之内先生

　

2
月
5
日（
木
）、堀
之
内

康
文
先
生（
公
立
学
校
共
済

組
合
九
州
中
央
病
院
歯
科
口

腔
外
科
元
部
長
）を
講
師
に
、

歯
科
臨
床
研
究
会「
こ
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
で
抜
歯
が
簡
単
に

な
る
！
開
業
医
の
先
生
方
の

た
め
の
抜
歯
上
達
講
座

−

普
通
抜
歯
、難
抜
歯
、智
歯
抜

歯
の
動
画
も
交
え
て

−

」を

開
催
し
ま
し
た
。

　

安
全
に
手
際
良
く
抜
歯
す

る
ポ
イ
ン
ト
は
、①
よ
く
見

る（
画
像
、歯
、骨
、バ
ー
の
先

端
）、
②
見
え
る
よ
う
に
す

る（
歯
肉
弁
挙
上
、歯
・
骨
の

削
除
、止
血
）、③
局
所
麻
酔

を
良
く
効
か
せ
る
、④
タ
ー

ビ
ン
を
使
う（
歯
、骨
の
分
割

や
削
除
）、⑤
補
助
的
処
置
を

次
々
に
行
う
こ
と
で
す
。引

き
抜
く
の
で
は
な
く
、歯
槽

骨
を
拡
げ
て
抜
く
こ
と
が
要

で
す
。

　

難
抜
歯
で
は
、な
ぜ
抜
け

な
い
の
か
を
考
え
て
原
因
を

解
消
す
る
こ
と
が
大
事
で

す
。歯
肉
切
除
、歯
肉
弁
挙
上

な
ど
で
歯
根
膜
腔
を
見
つ
け

る
、バ
ー
で
形
成
し
歯
根
膜

腔
を
作
る
、ヘ
ー
ベ
ル
を
確

実
に
歯
根
膜
腔
に
入
れ
る
、

歯
の
分
割
、骨
の
削
除
で
ア

ン
ダ
ー
カ
ッ
ト
を
解
消
す

る
、癒
着
面
積
を
小
さ
く
す

る
な
ど
で
す
。上
・
下
顎
埋
伏

智
歯
抜
歯
に
つ
い
て
も
、手

技
の
ポ
イ
ン
ト
を
動
画
で
解

説
さ
れ
ま
し
た
。

　

時
間
の
都
合
上
、回
答
が

で
き
な
か
っ
た
ご
質
問
に
つ

い
て
、講
師
よ
り
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、紹
介

し
ま
す
。

【
ご
質
問
】
骨
削
除
は
エ
ア

タ
ー
ビ
ン
で
大
丈
夫
で
す
か
。

ハーフィンダール・ハーシュマン指数（ＨＨＩ）
衆議院総選挙 得票集中度 議席集中度 乖離（増幅率）
2005年第44回 3690 5673 ＋1983
2009年第45回 3781 5889 ＋2108
2012年第46回 2621 6358 ＋3737
2014年第47回 3079 5862 ＋2783
2017年第48回 2941 5697 ＋2756
2021年第49回 3323 4638 ＋1315
2024年第50回 2541 3478 ＋937
2026年第51回 3049 7428 ＋4380

小選挙区（定数289名）における各政党の得票率と議席占有率をもとに
HHIを計算。竹内幹一橋大学准教授の表を引用。

日常診療に役立つ抜歯の日常診療に役立つ抜歯の
コツとポイントを学ぶコツとポイントを学ぶ

歯科臨床研究会開催歯科臨床研究会開催

【
回
答
】タ
ー
ビ
ン
で
骨
を
切

削
し
て
も
、適
切
に
注
水（
理

想
的
に
は
生
理
食
塩
液
の
注

水
が
望
ま
し
い
が
、タ
ー
ビ

ン
か
ら
出
て
い
る
水
で
良

い
）さ
れ
て
い
れ
ば
、マ
イ
ク

ロ
モ
ー
タ
ー（
コ
ン
ト
ラ
や

ス
ト
レ
ー
ト
）で
切
削
し
た

場
合
と
比
べ
て
骨
の
火
傷
や

切
削
の
ダ
メ
ー
ジ
に
よ
る
抜

歯
後
の
経
過
不
良
、創
の
治

癒
遷
延
、ド
ラ
イ
ソ
ケ
ッ
ト

な
ど
が
増
え
る
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。注
水
が
十

分
で
あ
れ
ば
タ
ー
ビ
ン
で
骨

を
切
削
し
て
も
特
に
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
。



（3）2026年3月10日（第601号） （毎月１回発行）広 島 保 険 医 新 聞

会員訪問◯159会員訪問◯159会員訪問◯159会員訪問◯159
松尾　光将　先生松尾　光将　先生松尾　光将　先生松尾　光将　先生
松尾産婦人科内科医院

（広島市）
松尾産婦人科内科医院

（広島市）

保
団
連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
2
0
2
6
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

住
民
と
と
も
に
医
療
制
度
の
改
善
を

－

今
こ
そ
、保
険
医
運
動
の
拡
大
を

告
や
災
害
支
援
へ
の
取
り
組

み
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
衆
議
院
総
選
挙
で

は
、5
県
と
も
で
野
党
議
員

が
減
少
し
て
お
り
、医
療
現

場
か
ら
の
意
見
が
国
会
に
届

き
に
く
く
な
る
こ
と
を
懸
念

す
る
意
見
も
出
さ
れ
ま
し

た
。進
行
役
を
務
め
た
深
井

保
団
連
理
事（
山
口
）が
、与

党
に
も
積
極
的
に
は
た
ら
き

か
け
を
行
い
、こ
れ
ま
で
以

上
に
声
を
届
け
て
い
こ
う
と

呼
び
か
け
ら
れ
、黒
木
保
団

連
理
事
か
ら
も
、住
民
の
運

動
が
政
治
を
変
え
る
力
に
な

る
と
の
閉
会
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

5
協
会
と
保
団
連
か
ら
の

活
動
報
告
で
は
、独
自
の
視

点
で
取
り
組
む
多
彩
な
内
容

が
報
告
さ
れ
ま
す
。「『
マ
イ

ナ
保
険
証
』
と『
健
康
保
険

証
』の
併
用
が
現
実
的
な
解

決
策
」な
ど
、精
力
的
に
談
話

や
声
明
で
問
題
提
起
と
団
体

の
意
見
表
明
を
行
っ
て
い
る

山
口
協
会
の
取
り
組
み
。歯

科
の
金
パ
ラ
随
時
改
定
に
お

け
る
告
示
価
格
の
決
定
方
法

と
談
話
を
発
表
、迅
速
な
社

保
情
報
の
提
供
に
取
り
組
む

岡
山
協
会
。鳥
取
協
会
や
島

根
協
会
か
ら
は
、石
破
前
首

相
を
は
じ
め
と
し
た
地
元
選

出
国
会
議
員
と
の
懇
談
の
報

ま
た
毎
年
2
月
に
実
施
し
て

い
る
広
島
国
税
局
と
の
懇
談

で
は
、5
日（
木
）の
概
要
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
予

算
通
り
の
執
行
状
況
と
監
査

報
告
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

2
0
2
6
年
度
の
活
動
計

画
は
、医
科
社
保
担
当
者
会

議
、歯
科
医
療
活
動
交
流
会

の
開
催
、診
療
報
酬
改
定
の

内
容
に
関
す
る
会
員
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
を
検
討

し
ま
し
た
。

2
0
2
6
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
を
、リ
モ
ー
ト
で
開
催
。当

会
か
ら
は
、黒
木
保
団
連
理

事
、長
谷
理
事
長
、事
務
局
が

出
席
。中
国
5
県
の
役
員
ら

で
、ブ
ロ
ッ
ク
活
動
に
関
す

る
討
議
と
交
流
を
行
い
ま
し

た
。

　

2
0
2
5
年
の
主
な
活
動

は
、医
科
・
歯
科
別
に
開
催
す

る
会
議
・
交
流
会
の
他
、5
県

事
務
局
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に

つ
い
て
の
学
習
・
交
流
な
ど
。

　

2
月
13
日（
金
）、
保
団

連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
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　支払基金ホームページに掲載されている審査の一般的な取扱いを
抜粋して紹介します（第32回から抜粋）。全文は支払基金ホームペー
ジから閲覧可能です。ご確認ください。

　【検査】　
1．�関節リウマチの患者におけるメトトレキサート投与時に発症した

貧血に対するフェリチン定量（半定量含む。）の算定について《2026
年1月30日》

　�関節リウマチの患者でメトトレキサート投与時に発症した貧血
（単なる炎症に伴う貧血又は葉酸欠乏性貧血）に対するD007「25」
フェリチン定量（半定量含む。）の算定は、原則として認められな
い。

2．�肺炎マイコプラズマ感染症（診断時）に対するマイコプラズマ抗体
定性又はマイコプラズマ抗体半定量とマイコプラズマ核酸検出の
併算定について《2026年1月30日》

　�肺炎マイコプラズマ感染症（診断時）に対するＤ012「4」マイコプラ
ズマ抗体定性又はマイコプラズマ抗体半定量とＤ023「6」マイコプ
ラズマ核酸検出の併算定は、原則として認められない。

3．�超音波検査（断層撮影法）（胸腹部）（産科領域）の算定回数について
《2026年1月30日》
　�産科領域における次の傷病名等に対するＤ215「2」「ロ」（1）超音波
検査（断層撮影法）（胸腹部）の算定回数（間隔）等は、原則として次
のとおりとする。
　�⑴切迫流産（妊娠5週以降妊娠22週未満）・切迫早産（妊娠22週以降
妊娠35週未満）に対しては、外来は週1回、入院は週2回⑵子宮内胎
児発育不全・発育遅延（妊娠22週以降）に対しては、外来は2週に1
回、入院は週1回⑶異常胎位・胎盤異常（妊娠36週以降）に対しては、
週1回⑷前置胎盤・低置胎盤（妊娠22週以降）に対しては、2週に2回
⑸羊水過多症・羊水過少症（妊娠22週以降）に対しては、2週に1回⑹
多胎妊娠（妊娠5週以降）、児頭骨盤不均衡（妊娠37週以降）に対して

は、2回⑺子宮頸管無力症（妊娠12週以降）の診断確定時は1回、頸管
縫縮術前後は各1回⑻卵巣過剰刺激症候群に対しては、1か月に3回

　【画像診断】
4．�前立腺癌の診断時におけるコンピューター断層撮影（ＣＴ撮影）の

算定について《2026年1月30日》
　�前立腺癌の診断（前立腺癌の疑い病名）において、Ｅ200コンピュー
ター断層撮影（ＣＴ撮影）の算定は、原則として認められない。

　【投薬】　
5．�チオトロピウム臭化物水和物（前立腺肥大症）の算定について
《2026年1月30日》
　�チオトロピウム臭化物水和物（スピリーバ吸入用カプセル等）につ
いて、前立腺肥大等による排尿障害のある患者には禁忌とされて
いるが、次の状態の前立腺肥大症に対する算定は、原則として認め
られる。

　⑴排尿障害あり・尿閉なし⑵排尿障害なし

6．�慢性便秘症に対するルビプロストン等の併用投与について《2026
年1月30日》

　�慢性便秘症に対して、ルビプロストン（アミティーザカプセル）、リ
ナクロチド（リンゼス錠）、エロビキシバット（グーフィス錠）、これ
ら3つの薬剤はそれぞれ作用機序が異なるため、3剤のうち2剤の併
用は原則として認められる。

7．�ロスバスタチンカルシウム錠（高脂血症及び脂質異常症）の算定に
ついて《2026年1月30日》

　�高脂血症及び脂質異常症に対するロスバスタ
チンカルシウム錠（クレストール錠等）の算定
は、原則として認められる。

社保情報  支払基金における審査の一般的な取扱い（医科）

支払基金ＱＲコード

https://tinyurl.com/27kwmetx

日常診療・請求のご相談は
広島県保険医協会まで
会員医師・歯科医師限定（会員医療機関スタッフ含む）
お電話・ＦＡＸでも受け付けています。
TEL 082-262-5424　FAX 082-262-5427

質問フォーム

https://x.gd/NZ9rr

（在宅医療）
Q1 訪問診療と情報通信機器を用いた診療を組み合わせ、月2回の在宅
診療計画を作成し診療を行った場合、在宅時医学総合管理料の「月2回
以上訪問診療等を行っている場合であって、うち1回以上情報通信機器
を用いた診療を行っている場合」の点数を算定するが、情報通信機器を
用いた診療に関する基本診療料は算定できるのか。

A1 在宅時医学総合管理料・施設入居時等医学総合管理料に包括され別に
算定できません。（2022年3月31日「疑義解釈資料の送付について（その1）」）

（検査）
Q2 nodocaを用いてインフルエンザの検査を行った場合、時間外緊急院
内検査加算は算定可能か。

A2 時間外緊急院内検査加算は、検体検査を実施した際に算定します。当
該機器を用いた検査は生体検査（D296-3 内視鏡用テレスコープを用い
た咽頭画像等解析（インフルエンザの診断の補助に用いるもの））である
ため、算定できません。

（処置）
Q1 加圧根管充填処置を実施した場合、エックス線撮影を行い、気密に根
管充填が行われているか確認することが算定要件となっているが、同日
にエックス線撮影を行い確認しなければいけないか。

A1 隣接する複数歯に対して根管充填を行い、後日にまとめてエックス
線撮影を行う場合などの特別な理由がある場合は、異日にエックス線撮
影を行い根管充填の状態を確認しても差し支えありません。なお、この
場合、その旨をカルテとレセプト摘要欄に記載してください。

　※歯科点数表の解釈（2024年6月版、社会保険研究所、以下、青本）p307 
疑義解釈2014.3.31「歯科」問13

医科点数等 Q＆A

歯科点数等 Q＆A

　協会は、医療法や厚生労働大臣が定める掲示事項、施設基準の要件
などで定められた院内掲示について、各種掲示例を作成しました。協
会ホームページ（会員専用（要パスワード））に順次掲載していきます
ので、ご活用ください。

院内掲示例をご活用ください！
 医科・歯科 
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赤
ち
ゃ
ん
歯
科 

～
口
腔
機

能
発
達
不
全
症
へ
の
対
応

　

2
0
1
8
年
度
診
療
報
酬

改
定
で「
口
腔
機
能
発
達
不

全
症
」の
病
名
が
導
入
さ
れ

た
。
口
腔
機
能
の
管
理
は
、

病
名
を
明
確
に
し
て
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
え
ば
算
定
で

き
る
。離
乳
完
了
前
後
で
咀

嚼
・
嚥
下
・
発
音
・
食
行
動
な

ど
多
面
的
に
評
価
す
る
必
要

が
あ
る
。口
唇
閉
鎖
不
全
や

口
呼
吸
、扁
桃
肥
大
、い
び
き

等
が
あ
れ
ば
口
腔
機
能
発
達

不
全
症
の
診
断
と
管
理
が
可

能
で
あ
る
。ポ
カ
ン
口
や
口

腔
内
乾
燥
、歯
肉
炎
、口
腔
ボ

リ
ュ
ー
ム
低
下
は
咀
嚼
嚥

下
・
発
音
・
咬
合
不
正
の
原
因

と
な
る
。予
防
は
妊
娠
期
か

ら
始
ま
り
、妊
婦
の
姿
勢
、授

乳
・
抱
き
方
・
寝
か
せ
方
、離

乳
食
の
与
え
方
や
食
べ
る
姿

勢
、手
と
口
の
使
い
方
の
支

援
が
重
要
で
あ
る
。姿
勢
不

良
は
、歯
並
び
や
噛
み
合
わ

せ
、呼
吸
・
嚥
下
機
能
、免
疫

や
内
臓
・
精
神
面
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
す
た
め
、正
し
い

姿
勢
の
指
導
で
改
善
を
図

る
。

　

母
乳
育
児
は
、赤
ち
ゃ
ん

の
口
腔
機
能
運
動
を
促
し
咀

嚼
嚥
下
機
能
や
脳
の
発
達
に

好
影
響
を
与
え
る
。妊
婦
期

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
特
に

重
要
で
、脊
椎
の
Ｓ
カ
ー
ブ

や
胎
児
の
Ｃ
カ
ー
ブ
と
い
っ

た
正
常
な
姿
勢
を
保
つ
こ
と

が
呼
吸
や
嚥
下
に
有
利
で
あ

り
、ス
マ
ホ
な
ど
に
よ
る
姿

勢
の
悪
化
は
内
臓
下
垂
や
頸

部
の
屈
曲
を
招
い
て
将
来
的

な
口
呼
吸
や
嚥
下
機
能
低
下

の
一
因
と
な
る
た
め
、妊
娠

中
か
ら
姿
勢
指
導
や
情
報
提

供
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。さ

ら
に
、赤
ち
ゃ
ん
が
深
く
乳

首
を
咥
え
て
舌
を
し
ご
く
授

乳
動
作
を
繰
り
返
す
こ
と
で

口
腔
運
動
を
高
め
、咀
嚼
嚥

下
機
能
や
脳
発
達
に
も
好
影

響
を
与
え
る
に
推
奨
さ
れ
る

（
図
1
）。

　

授
乳
は
赤
ち
ゃ
ん
の
口

腔
・
顎
の
機
能
発
達
、脳
神

経
系
や
表
情
機
能
の
発
達

に
重
要
で
あ
り
、母
乳
は
栄

養
と
免
疫
の
面
で
完
全
食

と
い
え
る
。母
乳
中
の
ラ
ク

ト
フ
ェ
リ
ン
は
細
菌
増
殖
を

抑
え
免
疫
を
高
め
、腸
内
の

善
玉
菌
を
増
や
し
て
環
境
を

整
え
る
。授
乳
中
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
は
母
親
の
オ
キ
シ
ト

シ
ン
分
泌
を
促
し
母
性
や
親

子
の
絆
を
強
め
る
た
め
、授

乳
時
に
は
ス
マ
ホ
を
見
ず
に

赤
ち
ゃ
ん
を
よ
く
見
て
関
わ

る
べ
き
で
あ
る
。授
乳
姿
勢

は
深
く
吸
わ
せ
ら
れ
て
い
る

か
、あ
ご
が
上
が
っ
て
い
な

い
か
、母
子
が
密
着
し
て
い

る
か
、体
の
ね
じ
れ
が
な
い

か
を
確
認
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。抱
っ
こ
に
つ
い
て

は
胎
児
期
の
丸
ま
っ
た
姿
勢

を
保
つ「
ま
ん
丸
抱
っ
こ
」を

基
本
と
し
、耳
が
保
護
者
の

胸
元
付
近
に
来
る
こ
と
、手

足
を
内
側
に
し
て
体
に
密
着

さ
せ
る
こ
と
、背
骨
の
カ
ー

ブ
を
意
識
し
て
丸
く
抱
く
こ

と
、あ
ご
が
引
け
て
口
を
閉

じ
た
状
態
で
呼
吸
し
や
す
い

姿
勢
に
す
る
。反
り
返
り
や

首
や
背
中
の
筋
肉
が
緊
張
す

る
抱
き
方
は
避
け
る
べ
き

で
、寝
て
い
る
と
き
も
首
が

垂
れ
な
い
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

す
る（
図
2
）。前
向
き
抱
っ

こ
は
、お
し
り
を
支
え
て
視

野
を
広
げ
る
こ
と
が
発
達
上

有
益
で
あ
り
、抱
っ
こ
紐
は

赤
ち
ゃ
ん
の
位
置
を
高
め
に

し
て
太
も
も
の
裏
や
お
尻
が

保
護
者
の
体
に
密
着
す
る
よ

う
に
装
着
し
、顎
が
引
け
て

口
が
閉
じ
ら
れ
る
呼
吸
し
や

す
い
高
さ
に
調
整
す
る（
図

3
）。低
く
下
が
る
抱
き
方
や

体
が
密
着
し
て
い
な
い
状
態

は
好
ま
し
く
な
い
。脳
の
感

覚
・
運
動
領
域
の
発
達
を
示

す
ペ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ホ
ム

ン
ク
ル
ス
に
基
づ
き
、手
遊

び
や
口
遊
び
は
感
覚
を
鋭
敏

に
し
、脳
を
刺
激
し
て
心
身

発
達
に
寄
与
す
る
。指
し
ゃ

ぶ
り
や
歯
固
め
な
ど
幼
児
期

の
口
腔
遊
び
が
重
要
で
あ

り
、離
乳
食
開
始
前
に
は
補

食
や
練
習
の
段
階
が
必
要

で
、赤
ち
ゃ
ん
が
自
分
で
お

も
ち
ゃ
な
ど
を
咥
え
始
め
た

ら
、繊
維
が
多
く
噛
み
切
り

に
く
い
、に
ん
じ
ん
・
き
ゅ
う

り
・
昆
布
な
ど
の
食
材
を
歯

固
め
代
わ
り
に
与
え
る
。た

だ
し
、誤
嚥
や
窒
息
の
リ
ス

ク
が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要

で
あ
る
。補
食
や
歯
固
め
の

練
習
で
は
、赤
ち
ゃ
ん
が
自

分
で
手
に
取
り
口
に
運
ぶ
一

連
の
動
作
を
経
験
さ
せ
る
こ

と
が
舌
や
頬
の
運
動
に
な

り
、離
乳
食
の
導
入
で
も
固

形
物
、ペ
ー
ス
ト
か
ら
で
も

「
自
分
で
取
り
に
行
く
」姿
勢

を
育
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。誤
嚥
・
窒
息
対
応
を
徹
底

し
た
上
で
食
べ
る
意
欲
を
引

き
出
す
こ
と
、手
掴
み
食
の

場
合
は
持
ち
や
す
い
大
き

さ
や
ベ
タ
つ
か
な
い
形
態

を
選
び
、窒
息
の
危
険
が
あ

る
ナ
ッ
ツ
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
、

ブ
ド
ウ
な
ど
は
特
に
注
意

す
る
。ペ
ー
ス
ト
食
で
も
赤

ち
ゃ
ん
が
自
ら
口
に
取
り
に

来
る
の
を
待
つ
姿
勢
を
重
視

し
、与
え
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず

取
り
に
行
き
や
す
い
姿
勢
で

食
事
を
さ
せ
る
。食
事
時
の

座
り
方
は
、足
裏
が
つ
き
膝

が
90
度
、背
筋
が
ま
っ
す
ぐ

歯
・
歯
周
病
を
減
ら
し
口
腔

機
能
を
育
て
る
こ
と
で
全
身

の
健
康
に
つ
な
が
る
。妊
婦

の
診
療
や
医
療
連
携
を
基
盤

に
、出
産
後
も
母
子
・
家
族
の

定
期
健
診
へ
と
つ
な
げ
ら
れ

る
か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
を

確
立
し
、健
康
寿
命
の
延
伸
、

育
児
支
援
や
禁
煙
支
援
な
ど

の
公
衆
衛
生
活
動
に
も
歯
科

が
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
。

　

小
児
歯
科
は
、乳
幼
児
、特

に
1
歳
台
か
ら
の
受
診
に
対

応
す
る
た
め
診
療
体
制
の
整

備
が
不
可
欠
で
あ
り
、予
防

中
心
で
子
ど
も
が
笑
顔
で
通

え
る
歯
科
医
院
づ
く
り
が

重
要
で
あ
る
。さ
ら
に
今
後

は
生
育
医
療
の
推
進
が
重
要

で
、か
か
り
つ
け
歯
科
医
院

が
妊
婦
・
子
ど
も
・
家
族
の
口

腔
の
健
康
と
幸
せ
づ
く
り
に

生
涯
に
わ
た
っ
て
貢
献
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

安
心
・
安
全
な
妊
婦
歯
科

診
療
の
実
践
と
継
続
的
な
予

防
医
療
を
通
じ
て
、臨
床
現

場
で
信
頼
関
係
を
築
き
な
が

ら
明
日
か
ら
実
践
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

（
お
わ
り　

文
責
事
務
局
）

な
姿
勢
を
保
つ
こ

と
が
望
ま
し
く
、

だ
ら
ん
と
し
た
姿

勢
は
良
く
な
い
。

妊
娠
期
か
ら
は
じ

め
る
親
子
予
防
歯

科
の
す
す
め

　

今
後
の
小
児
歯

科
は
単
な
る
食
事

管
理
か
ら
、低
年

齢
期
を
含
む
歯
列

咬
合
管
理
や
歯
周

病
予
防
、口
腔
機

能
育
成
を
中
心
と

し
た
総
合
的
な
口

腔
健
康
増
進
へ
と

転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

歯
科
医
療
者
が
保
護
者
と
継

続
的
に
関
わ
り
、口
腔
の
働

き
を
通
じ
て
子
ど
も
の
心
身

を
育
む「
生
育
医
療
」を
推
進

し
、マ
イ
ナ
ス
1
歳
か
ら
の

予
防
歯
科
を
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

の
観
点
で
実
践
し
て
家
族
の

幸
福
に
貢
献
す
る
こ
と
が
理

想
で
あ
る
。

　

妊
娠
期
か
ら
の
親
子
予
防

歯
科
は「
人
生
1
0
0
年
時

代
」に
対
応
す
る
最
も
効
果

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、む
し

医
科
歯
科
合
同
研
究
会〈
大
要
③
〉

妊
娠
期
か
ら
は
じ
め
る
親
子
予
防
歯
科

の
す
す
め

医
）緑
風
会
三
宅
ハ
ロ
ー
歯
科 

小
児
歯
科
・

矯
正
歯
科
院
長（
岡
山
市
）

岡
山
大
学
歯
学
部
臨
床
教
授

講
師
　
滝
川
　
雅
之
　
先
生

●①

●②

●③

禁煙・デンタルリーフレット

にこにこマタニティライフを
サポート！

講師の滝川雅之
先生に協力いた
だいた、妊産婦
やご家族の方へ
歯科疾患の特性、
口腔管理の大切
さなどをコンパ
クトにまとめた
リーフレット。
ぜひご活用くださ
い（無料配布）！
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命の海を
原発よりも

183

講演動画（YouTube）
https://www.youtube.com/watch?v=LR83Bq5-kW8

医療機関向け賃上げ・物価上昇に関
する補助金～広島県の進捗について
　病院の賃上げ支援・物価支援事業　

1床あたり 支援額
※全身麻酔手術件数や分娩取
扱件数等に応じた加算あり賃金分 8．4万円

物価分 11．1万円

　　　　　　　⬇

広島県（委託事業者）より申請の案内文書が郵送される。
申請先：広島県
申請方法：電子申請を主とし、郵送も受ける
送付予定期間：3月上旬以降
申請受付期間：3月中旬～4月末頃
支給時期：申請受付後、順次
※記載時期は予定のため、前後する場合があります。

病院への支援は国が直接行うため、
厚労省の情報をご確認ください。

対象医療機関には、広島県より申請の案内文書が郵送される予
定。また4～5月を目途に、広島県のホームページに掲載予定。
申請先：広島県
申請方法：実績報告、申請書を電子申請（又は郵送）で提出
申請時期は4～5月を目標に準備を進めている。申請受付後、順
次支給予定。
※記載時期は予定のため、前後する場合があります。

1月26日、厚労省は「令和7年度医療機関等における賃上げ・物価
上昇に対する支援事業の実施について」を発出しました。広島
県での申請・交付に関する詳細は未定となっているため、現時
点（2月27日）での予定を含めた内容をお知らせします。

　診療所の賃上げ支援事業　
支援額

3床以上の有床診療所 Ｒ7年8月1日の許可病床数×7．2万円
2床以下の有床診療所 1施設×15万円
無床診療所（医科・歯科） 1施設×15万円

※休床中の病床も支給対象

○�2026年3月1日時点でベースアップ評価料の届出を行っている医
療機関で、3月末までに賃金改善を実施している。

○�3月に過去3か月分の賃金改善をあわせて支給することができる。
ただし4、5月分はまとめて支給できない。

○�賃金改善は2026年5月までに6か月分以上実施することが必要（6
月以降も継続）。

○�賃金改善に係る診療報酬（ベースアップ評価料）やその他の補助
金は、本補助金の対象とならない。

○6月以降はベースアップ評価料のみとなり、賃上げ補助金はない。
⬇

　診療所の物価支援事業　
有床診療所

Ｒ7年8月1日の許可病床数 支援額
14床以上の有床診療所 病床数×1．3万円
13床以下の有床診療所 1施設×17万円
　　　　　　　　　　　　　　　　※休床中の病床も支給対象

無床・歯科診療所
1施設あたり 支援額

物価分 17万円

　　　　　　　⬇

厚労省ホームページ
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医
事
紛
争
事
例

医
事
紛
争
事
例

医
師
が
選
ん
だ

医
師
が
選
ん
だ

90

で
す
が
、過
労
防
止
の
観
点

か
ら
義
務
化
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

④
年
次
有
給
休
暇
の
賃
金
算

定
方
法
の
見
直
し

　

有
休
取
得
時
の
賃
金
を
現

在
の
3
つ
の
方
式
か
ら「
通

常
賃
金
方
式
」に
原
則
統
一

し
、分
か
り
や
す
く
公
平
な

仕
組
み
に
す
る
方
向
で
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
つ
な
が
ら
な
い
権
利
の
整

備
　

勤
務
時
間
外
の
業
務
連
絡

に
対
応
し
な
い
権
利
を
明
確

化
し
、仕
事
と
私
生
活
の
境

界
を
守
る
仕
組
み
づ
く
り
が

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
副
業
・
兼
業
時
の
労
働
時

間
通
算
ル
ー
ル
の
見
直
し

　

複
数
事
業
場
で
働
く
場
合

の
労
働
時
間
管
理
や
割
増
賃

金
計
算
の
在
り
方
を
整
理

し
、実
態
に
合
っ
た
制
度
へ

改
め
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

⑦
週
44
時
間
制
特
例
の
廃
止

　

常
時
10
人
未
満
の
一
部
事

業
場
に
認
め
ら
れ
て
い
る
週

44
時
間
制
を
廃
止
し
、原
則

の
週
40
時
間
制
へ
統
一
す
る

方
向
で
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、常
時
10
人
未
満
の

事
業
場
と
い
う
こ
と
で
法
定

労
働
時
間
を
週
44
時
間
と
し

て
運
用
し
て
い
る
場
合
は
勤

務
シ
フ
ト
や
1
日
の
勤
務

時
間
・
週
の
勤
務
時
間
等
を

見
直
す
る
必
要
が
出
て
き
ま

す
。ま
だ
検
討
段
階
で
は
あ

り
ま
す
が
、勤
怠
管
理
体
制

の
他
、就
業
規
則
等
の
見
直

し
な
ど
も
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。い
ず
れ
に
し
て
も
早

め
の
準
備
は
必
要
に
な
る
か

と
思
い
ま
す
の
で
今
後
、改

正
内
容
や
実
施
時
期
が
決
定

次
第
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

特
定
社
会
保
険
労
務
士

白
鷺
克
憲

　

労
働
基
準
法
の
見
直
し
が

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。現
時

点
で
は
法
案
の
国
会
提
出
が

見
送
ら
れ
て
い
ま
す
が
、改

正
案
は
再
整
理
・
再
検
討
の

段
階
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

主
な
論
点
は
次
の
①
～
⑦
で

す
。

①
連
続
勤
務
の
上
限
規
制

　

現
行
法
で
は「
週
1
日
ま

た
は
4
週
4
日
」の
休
日
が

確
保
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、

条
件
次
第
で
は
長
期
間
の
連

続
勤
務
も
可
能
で
す
。こ
れ

を
見
直
し
、14
日
以
上
の
連

続
勤
務
を
禁
止
す
る
方
向
で

議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
定
休
日
の
明
確
化

　

法
定
休
日
を
あ
ら
か
じ
め

特
定
・
明
示
す
る
こ
と
を
義

務
づ
け
、休
日
管
理
を
よ
り

明
確
に
す
る
案
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。

③
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制

度
の
義
務
化

　

終
業
か
ら
次
の
始
業
ま
で

に
一
定
時
間（
例
え
ば
11
時

間
）の
休
息
を
確
保
す
る
制

度
で
す
。現
在
は
努
力
義
務

速
す
る
と
と
も
に
、最
終
的

に
判
断
を
行
う
国
民
の
皆
様

の
間
で
も
こ
れ
ま
で
以
上
に

積
極
的
な
議
論
が
深
ま
り
、

国
会
に
お
け
る
発
議
が
早
期

に
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
」す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

　

共
同
通
信
社
は
同
月
11

日
、衆
院
選
当
選
者（
4
6
5

人
）の
う
ち
、立
候
補
者
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
4
0
3

人
の
内
容
を
分
析
し
ま
し

た
。憲
法
9
条
に
自
衛
隊
の

存
在
を
明
記
す
る
改
正
に

「
賛
成
」
と
回
答
し
た
の
は

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」を
含

め
81
・
1
％
。「
反
対
」は「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
」を
含
め

9
・
4
％
で
し
た
。緊
急
事
態

に
備
え
る
条
項
を
憲
法
に
設

け
る
改
正
に
つ
い
て
は
全
体

の
83
・
4
％
が
賛
成
。反
対

8
・
9
％
で
し
た
。衆
院
選
で

は
憲
法
9
条
改
正
に
前
向
き

な
自
民
、日
本
維
新
の
会
が

3
分
の
2
以
上
の
議
席
を
占

め
ま
し
た
。自
由
民
主
党
と

日
本
維
新
の
会
は
、昨
年
10

月
20
日
に
連
立
政
権
合
意
書

の
な
か
で
憲
法
改
正
に
も
触

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、国
会
で
の
改
憲
論

議
の
行
方
が
焦
点
と
な
り
ま

す
。憲
法
は
、国
家
権
力
を
制

限
し
、国
民
の
基
本
的
人
権

を
守
る
た
め
の「
最
高
法
規
」

で
す
。権
力
側
が
憲
法
を
恣

意
的
に
変
え
る
こ
と
は
憲
法

そ
の
も
の
に
反
し
ま
す
。拙

速
な
改
憲
論
議
で
は
な
く
、

現
行
の
平
和
憲
法
が
い
き
る

政
治
・
社
会
の
実
現
を
求
め

ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

自
由
民
主
党
・
日
本
維
新
の

会 

連
立
政
権
合
意
書（
一
部

抜
粋
）

三 

皇
室
・
憲
法
改
正
・
家
族

制
度
等

●
日
本
維
新
の
会
の
提
言

『
二
十
一
世
紀
の
国
防
構
想

と
憲
法
改
正
』を
踏
ま
え
憲

法
九
条
改
正
に
関
す
る
両
党

の
条
文
起
草
協
議
会
を
設
置

す
る
。設
置
時
期
は
、令
和
七

年
臨
時
国
会
中
と
す
る
。

●
緊
急
事
態
条
項（
国
会
機

能
維
持
及
び
緊
急
政
令
）に

つ
い
て
憲
法
改
正
を
実
現
す

べ
く
、令
和
七
年
臨
時
国
会

中
に
両
党
の
条
文
起
草
協
議

会
を
設
置
し
、令
和
八
年
度

中
に
条
文
案
の
国
会
提
出
を

目
指
す
。

●
可
及
的
速
や
か
に
、衆
参

両
院
の
憲
法
審
査
会
に
条
文

起
草
委
員
会
を
常
設
す
る
。

●
憲
法
改
正
の
発
議
の
た
め

に
整
備
が
必
要
な
制
度（
例
：

国
民
投
票
広
報
協
議
会
の
組

織
及
び
所
掌
事
務
等
に
係
る

組
織
法
並
び
に
Ｃ
Ｍ
規
制
及

び
ネ
ッ
ト
規
制
等
に
係
る
作

用
法
等
）に
つ
い
て
制
度
設

計
を
行
う
。

　

高
市
首
相
は
、2
月
25
日

の
施
政
方
針
演
説
で「
憲
法

改
正
に
関
し
、衆
議
院
及
び

参
議
院
に
設
置
さ
れ
た
憲
法

審
査
会
に
お
い
て
、党
派
を

超
え
た
建
設
的
な
議
論
が
加

時
で
、そ
の
日
か
ら
マ
レ
ッ

ト
装
具
で
固
定
し
た
。後
遺

症
と
し
て
、右
環
指
お
よ
び

右
小
指
の
Ｄ
Ｉ
Ｐ
・
Ｐ
Ｉ
Ｐ

の
拘
縮
が
認
め
ら
れ
た
。右

環
指
の
Ｄ
Ｉ
Ｐ
屈
曲
拘
縮
角

度
は
約
40
度
で
あ
っ
た
。

　

患
者
は
、右
環
指
お
よ
び

右
小
指
の
Ｄ
Ｉ
Ｐ
・
Ｐ
Ｉ
Ｐ

の
拘
縮
や
疼
痛
が
あ
り
、仕

事
や
生
活
に
支
障
を
来
た
し

て
い
る
と
の
苦
情
を
医
療
機

関
に
訴
え
た
。

　

医
療
機
関
は
、当
該
柔
道

整
復
師
が
リ
ハ
ビ
リ
で
力
を

入
れ
過
ぎ
た
こ
と
を
認
め

た
。ま
た
、リ
ハ
ビ
リ
中
に
骨

折
し
た
こ
と
は
明
白
な
事
実

と
し
て
、不
可
抗
力
性
も
あ

る
と
し
な
が
ら
も
過
誤
を
認

め
た
。

　

紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で

た
。そ
の
後
に
内
部
固
定
ワ

イ
ヤ
ー
の
除
去
術
を
施
行
し

て
、柔
道
整
復
師
が
右
第
5

指
基
節
骨
骨
折
の
リ
ハ
ビ
リ

を
開
始
し
た
。第
4
指
の
拘

縮
も
認
め
ら
れ
た
た
め
、医

師
は
第
4
・
5
指
の
Ｒ
Ｏ
Ｍ

―
Ｅ
Ｘ（
可
動
域
改
善
療
法
）

を
マ
イ
ル
ド
に
す
る
よ
う
に

と
指
示
し
た
が
、右
第
4
指

末
節
骨
に
マ
レ
ッ
ト
指
骨
折

が
生
じ
た
。な
お
、柔
道
整
復

師
は
患
者
に
リ
ウ
マ
チ
や
骨

粗
鬆
症
が
あ
る
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
。骨
折
が
明
白
と

な
っ
た
の
は
整
形
外
科
受
診

（
70
歳
代
前
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　

歩
行
中
転
倒
し
て
右
手
を

つ
い
た
患
者
が
痛
み
で
当

該
医
療
機
関
を
受
診
。右
第

5
基
節
骨
基
部
骨
折
と
診

断
さ
れ
た
。手
術
は
、キ
ル

シ
ュ
ナ
ー
ワ
イ
ヤ
ー
2
本
で

固
定
の
上
、環
指
と
と
も
に

2
本
ス
ト
ラ
ッ
プ
固
定
し
、

ア
ル
フ
ェ
ン
ス
外
固
定
と
し

約
3
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　

患
者
の
原
疾
患
と
し
て
リ

ウ
マ
チ
、骨
粗
鬆
症
が
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、そ
の

患
者
情
報
が
医
療
ス
タ
ッ
フ

に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、患
者
の
骨
折
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、院
内
の

情
報
伝
達
の
不
備
が
問
題
で

あ
る
。

　

た
だ
し
、賠
償
対
象
と
な

る
の
は
右
環
指
Ｄ
Ｉ
Ｐ
関
節

の
み
で
、他
の
関
節
お
よ
び

小
指
は
関
係
な
い
。

〈
結
果
〉

　

医
療
機
関
側
は
過
誤
を
認

め
て
賠
償
金
を
支
払
い
示
談

し
た
。

※
京
都
保
険
医
新
聞
第

3
0
4
4
号（
2
0
1
9
年

2
月
25
日
）よ
り

雇用問題等Ｑ＆Ａ

面接・雇用から
採用・退職まで
面接・雇用から
採用・退職まで◯214◯214

知
ら
な
か
っ
た
で
は
済
み

知
ら
な
か
っ
た
で
は
済
み

ま
せ
ん

ま
せ
ん

院
内
の
情
報
伝
達
は
確
実

院
内
の
情
報
伝
達
は
確
実

に
！
に
！

広島保険医新聞
への投稿、新聞紙
面へのご意見を
お寄せください。
写真や絵画など、作品の画像
も募集しています。
https://tinyurl.com/27gfv9kq

広島保険医新聞
投稿・ご意見フォーム

労
働
基
準
法
の
見
直
し
内
容
に

つ
い
て

　

雇
用
問
題
等
に
関
す

る
ご
質
問
・
ご
意
見
、読

ま
れ
て
の
ご
感
想
等
を

お
寄
せ
下
さ
い
。ま
た
、

白
鷺
先
生
へ
の
労
務
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す（
8
面
に
掲
載
）。詳

し
く
は
協
会
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

保険医の経営と税務
2026年2月版

◆�開業医会員：無料分1冊を既にお送りして
います。追加のご注文は有料（1,500円）と
なります。
◇勤務医会員：注文制（無料）

拙速な改憲論議では拙速な改憲論議では
なく、現行の平和憲法なく、現行の平和憲法
がいきる政治・社会のがいきる政治・社会の
実現を実現を
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編
集
後
記

9
25

・
診
療
報
酬
改
定
対
策
、患
者

負
担
増
ス
ト
ッ
プ
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
。衆
議

院
議
員
選
挙
結
果
、国
会
要

請
等
に
つ
い
て
討
議
。

・
保
険
証
復
活
を
求
め
る
署

名
の
推
進
。

・
歯
科
活
動
報
告
と
今
後
の

行
事
計
画
に
つ
い
て
討
議
、

決
定
。

②
広
報
文
化

・
広
島
保
険
医
新
聞
企
画
案
、

主
張
テ
ー
マ
を
討
議
、決
定
。

③
共
済

・
休
保
制
度
給
付
金
請
求
審

査
。

④
総
務
・
財
政

・
第
50
回
定
期
総
会
記
念
講

演
に
つ
い
て
討
議
、講
師
候

補
を
決
定
。

・
会
費
納
入
状
況
に
つ
い
て

報
告
。

⑤
行
事
・
会
議
予
定

・
行
事
企
画
日
程
等
の
確
認
。

⑥
保
団
連
等
行
事
予
定

・
各
行
事
の
日
程
、出
席
者
等

　

2
0
2
6
年
2
月
10
日

（
火
）、第
25
期
第
9
回
理
事

会
を
開
催
し
た
。

【
主
な
協
会
会
議
、行
事
等
の

報
告
】

・
第
25
期
第
8
回
理
事
会
の

決
定
事
項
の
確
認
。

・
協
会
行
事
、諸
会
議
討
議
内

容
、報
告
事
項
の
確
認
。

・
保
団
連
関
係
・
そ
の
他
行
事

の
参
加
報
告
。

・
新
聞
発
行
、共
済
、組
織
現

勢
の
報
告
。

【
協
議
事
項
】

①
当
面
の
医
療
運
動
等
に
つ

い
て

　

2
・
8
の
衆
議
院
総
選
挙

は
歴
史
的
な
自
民
党
の
大
勝

だ
っ
た
。し
か
し
私
は「
自
民

の
勝
利
」と
い
う
よ
り
は「
野

党
の
大
敗
」だ
と
思
う
。今
回

の
自
民
党
の
勝
利
は
た
し
か

に
高
市
首
相
人
気
の
影
響
が

大
き
い
が
、今
の
野
党
が「
ア

ン
チ
自
民
」の
受
け
皿
に
な

ら
ず
、国
民
が
Ｎ
Ｏ
を
突
き

付
け
た
の
で
は
な
い
か
？
野

党
は
こ
の
結
果
を
謙
虚
に

受
け
止
め
、体
制
批
判
も
大

事
だ
が
、今
の
国
民
の
ニ
ー

ズ
を
ち
ゃ
ん
と
捉
え
、実
効

性
の
あ
る
政
策
を
打
ち
出
さ

な
け
れ
ば
。激
励
を
込
め
て

「
く
ぁ
ー
つ（
喝
）‼
」

（
ア
ル
モ
ニ
ア
）

を
確
認
。

⑦
そ
の
他

・
参
加
団
体
の
活
動
ニ
ュ
ー

ス
を
紹
介
。

●3月20日（金）15：00～17：00（愛知県保険医協会）
　�勤務医の会40周年記念講演会「生きづらさを抱える患者に寄り添う
医療へ～SDH（健康の社会的決定要因）の視点を医学教育に活かす」
　武田　裕子　氏（順天堂大学大学院医学研究科医学教育学・教授）

●3月29日（日）14：00～19：30（三重県保険医協会）
　�生理のつらさ、我慢していませんか？：月経困難症・月経前症候群
（PMS）を乗り越えるための診断と治療
　二井　章太　氏（白子ウィメンズホスピタル）

●4月18日（土）14：00～15：30（京都府保険医協会）
　�医療安全講習会「ペイシェントハラスメントに対して組織としてど
う対応するか～ペイハラについての裁判所の考え方～」
　江頭　節子　氏（あやめ法律事務所　弁護士）

3月23日（月）
4

4
3月26日（木）3


